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○「こう見えても、私たちとっても仲良し姉弟なの竃」ドックランで思いっきり楽しく遊んでいます！
　　（撮影：立野恵さん）
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条
例
の
基
本
的
な
考
え
方

　

こ
の
条
例
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、
情
報
の
共
有
と
市
民
参
加
の

手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
、

「
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」と
実
感

で
き
る
ま
ち
を
、
市
民
と
市
が
一

緒
に
考
え
と
も
に
つ
く
り
あ
げ
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
情
報
な
く
し
て
参
加
な
し
」の

言
葉
の
と
お
り
、
市
民
が
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
、
行
政
に
意
見
を
述

べ
る
た
め
の
基
本
と
な
る
の
が
情

報
で
す
。
情
報
の
共
有
は
、
条
例

富
良
野
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
事
前
に
情
報
を
お
知
ら
せ
し
、
意
見
を
聴

い
て
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、
平
成　

年
７
月
に

１７

「
情
報
共
有
と
市
民
参
加
の
ル
ー
ル
条
例
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
制
定
か
ら
３
年
目
が
経
過
し
た
ル
ー
ル
条
例
に
関
し
て
、
目
的
や
手
続
き

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
条
例
は
市
民
参
加
の
実
践
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
育
て

て
い
く
条
例
で
す
。「
と
も
に
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
、
情
報
共
有
と

市
民
参
加
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
改
善
点
な
ど
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

情
報
共
有
と
市
民
参
加
の
ル
ー
ル
条
例
を

市民参加手続きコーナーでは、市民参加手続
の原案や結果を公表しています（市役所１階
市民ロビー、正面玄関から入って左手）

意見募集期間
９月１日俄～９月２２日俄

原案を作成した理由
　平成１９年６月の改正建築基準法

の施行により、審査手続きが厳格化

されました。それに伴う審査時間の

増加に応じ、手数料を適切な単価に

改正しようとするものです。

原案の概要
　法改正における審査時間増加等
に応じ、手数料を増額するものです。
（改定後は北海道と同額になります）

※変更分のみ掲載

原案（全文）の公表場所
陰行政情報コーナー(市役所１階市

民ロビー)隠山部・東山支所窓口韻担
当課窓口吋市ホームページ

今後のスケジュール
平成２０年１１月　 パブリックコメント
　　　　　　　結果公表予定
平成２０年１２月　議会提案・審議
平成２１年４月　実施予定

意見提出先／問合せ
都市建築課
〒０７６‐８５５５　富良野市弥生町1番1号
皐３９‐２３１６　捌３９‐２３３２
電子メール
kenchiku-k@city.furano.hokkaido.jp

建
築
確
認
申
請
等
の
手
数
料
見
直
し
に
伴
う
条
例
の

改
正
に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

現　行
手数料

改　定
手数料手数料区分

8,00012,000０≦S≦３０

申請面積
S(愛)

13,00019,00030＜S≦100
19,00027,000100＜S≦200
25,00037,000200＜S≦500
41,00061,000500＜S
１３,0001５,000工作物
8,00010,000工作物の計画変更

現　行
手数料

改　定
手数料手数料区分

37,50075,100法４２条1-5
道路位
置指定

86,40094,900
法８６条1
法８６条2
法８６条2-1

一団地
認定

（確認申請手数料）　　　　　   　（円）

(指定、許可、認定申請手数料)（円）

市
民
参
加
手
続
の
ペ
ー
ジ

意見を提出できる方
○市内に住んでいる方
○市内で働いている方
○市内で学んでいる方
○市内に事業所がある
　法人や団体

意見の提出方法
○封書・ファックス・
　メールなど書面（様
　式は自由)・録音テー
　プでお寄せください。
○担当課窓口に直接提
　出（郵送可）、または
　公表場所の意見箱へ
　提出もできます。
○意見を提出するとき
　は、住所・氏名など
　を記入してください。
　氏名などは公表しま
　せんが、記入がない
　場合には回答できな
　い場合もあります。

共
に
築
く
ま
ち
づ
く
り
の
ス
テ
ッ
プ
に

架企画振興課　拶３９‐２３０４
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の
基
本
原
則
と
し
て
最
も
重
視
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
市
民
の
知

る
権
利
を
保
障
し
、
市
民
が
主
役

と
な
る
市
民
自
治
を
進
め
る
た
め

の
土
台
と
な
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
ま
ち
づ

く
り
の
前
提
条
件
で
あ
る
「
情
報

の
共
有
」
と
「
市
民
参
加
」
を
２

本
柱
に
据
え
て
、
ま
ち
づ
く
り
に

必
要
な
情
報
提
供
の
方
法
と
市
民

参
加
の
手
続
き
を
定
め
て
い
る
の

が
こ
の
条
例
で
す
。

　

条
文
に
は
「
市
が
持
つ
情
報
は

市
民
の
も
の
」
と
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報

は
市
民
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。
個
人
情
報
に
関

す
る
こ
と
以
外
に
つ
い
て
は
、
積

極
的
に
情
報
を
提
供
し
、
共
有
し

て
い
く
こ
と
を
行
政
に
義
務
づ
け

て
い
る
も
の
で
す
。

市
民
参
加
手
続
の
方
法

　

ま
た
、
条
例
で
は
、
市
民
参
加

の
手
続
の
対
象
と
な
る
市
の
仕
事

を
具
体
的
に
定
め
、
誰
が
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
参
加
で
き
る

の
か
を
市
民
に
お
知
ら
せ
し
、
市

民
の
意
見
を
積
極
的
に
反
映
し
て

い
く
こ
と
を
行
政
に
義
務
づ
け
て

い
ま
す
。（
別
表
）

　

市
民
参
加
手
続
の
種
類
で
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
、
審
議

委
員
が
専
門
的
な
分
野
で
検
討
を

行
う
審
議
会
な
ど
の
手
続
き
が
あ

り
ま
す
。

市
民
参
加
手
続
の
種
類

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

　

計
画
や
制
度
を
作
っ
た
り
変
更

す
る
と
き
に
、
そ
の
考
え
方
や
原

案
を
あ
ら
か
じ
め
示
し
、
そ
れ
に

つ
い
て
市
民
の
意
見
を
広
く
募
集

し
、
結
果
を
公
表
す
る
手
続
き
で

す
。
比
較
的
多
く
の
市
民
が
参
加

し
や
す
い
方
法
で
す
。

審
議
会

　

市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
市
民
委
員

が
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
検

ルール条例のしくみ

参加の主体（だれが参加する？）

市　民
　市内に住んでいる人、働いている人、学んで
　いる人、市内に事業所がある会社や団体など。

参加の対象（何に参加する？）

市の仕事
　①市の計画をつくるとき(策定・変更)
　②市の条例・規則をつくるとき(制定・改廃）
　③市の施設をつくるとき(建設計画の策定・
　　変更）
　④行政指導の内容を決めるとき
　⑤市が法人に１００万円以上出資するとき
　⑥その他市民の関心が高い、市民生活に影
　　響がある市の仕事を行うとき
　※市の行政活動。国や道、民間の仕事は対象外です。

参加の時期（いつ参加する？）

企画から決定までの間
　議会の議決が必要な仕事は、議会に提案す
　る案を決定するまでの間(提案する前）。

参加の方法（どのようにして参加？）
　市民参加の対象となる市の仕事について、
　参加手続の種類の中から最も適切な方法を
　１つ以上設定して行います。多くの市民に
　関係する仕事は、パブリックコメント手続
　を含めて２つ以上の方法で実施します。

市民参加手続きの方法

（別表）
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討
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
会
議

の
こ
と
で
す
。
会
議
は
原
則
と
し

て
公
開
で
行
わ
れ
、
会
議
録
も
公

表
さ
れ
ま
す
。
委
員
は
、
専
門
知

識
の
あ
る
方
や
関
係
団
体
か
ら
選

ば
れ
る
ほ
か
、
多
様
な
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
に
公
募
委
員
が
参

加
し
て
行
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

意
見
交
換
会
な
ど

　

意
見
交
換
会
は
、
市
民
と
市
、

あ
る
い
は
市
民
同
士
が
意
見
を
交

換
し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
方
向

性
を
見
出
す
も
の
で
、
対
話
に
よ

り
き
め
細
か
な
説
明
や
意
見
交
換

が
で
き
る
方
法
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
市
民
政
策
提
案

手
続
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
公
聴

会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
縦
覧
な

ど
の
参
加
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。

実
施
状
況
の
検
証
も

　

年
度
は
じ
め
に
は
、
市
民
参
加

の
実
施
予
定
と
前
年
度
の
実
施
結

果
を
広
報
誌
な
ど
で
公
表
し
て
い

ま
す
。
平
成　

年
か
ら　

年
ま
で

１７

１９

の
３
年
間
に
行
わ
れ
た
市
民
参
加

手
続
は　

事
業
、
１
２
３
の
手
続

６９

き
を
行
い
、
市
民
か
ら
意
見
募
集

や
審
議
会
、
意
見
交
換
会
の
開
催

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
参
加
手
続
き
が
適
正

に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
改

め
る
べ
き
点
は
無
か
っ
た
の
か
な

ど
に
つ
い
て
検
証
す
る
機
関
と
し

て
市
民
参
加
制
度
調
査
審
議
会
が

設
置
さ
れ
、
参
加
制
度
の
改
善
に

つ
い
て
も
審
議
を
し
て
い
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ

　

分
権
型
社
会
に
お
け
る
自
主
・

自
立
に
は
、
市
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
た
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
情
報
共
有
と
市
民
参
加

の
ル
ー
ル
条
例
の
運
用
の
ほ
か
に
、

市
長
と
語
ろ
う
地
域
懇
談
会
や
市

長
室
ト
ー
ク
、
市
長
の
出
前
ト
ー

ク
、
連
合
会
長
会
議
、
職
員
の
出

前
講
座
、
市
民
の
声
な
ど
の
様
々

陰国民健康保険税の特別徴収(年
金天引き)の取扱いについて　　
　 　　　　　　　　（緑町　男性）

　広報7月号で国民健康保険税

の特別徴収についてありました

が、昨年6月に厚生労働省の指導

で決まっていたはずなのに、ど

うして地域懇談会で説明をしな

かったのですか。さらに現時点

で周知するのであれば、地方税

法706条の第2項で「市町村の判

断で特別徴収をしないと決定で

きる者」等平成２０年４月施行部

分の説明があってもよいと思う

のですが。条例についても市民

参加手続きを省略せずに、説明

会、パブリックコメント等で説

明し意見を聞き、協力を求める

方が良いと思うのですが。

保健医療課です拶３９‐2200

　国民健康保険税の特別徴収

（年金からの天引き）については、

昨年度の地方税法の改正に伴い

厚生労働省から通知されていま

したが、地域懇談会の時期には、

いつから特別徴収を始めるかな

ど決まっていなかったため、お

知らせできませんでした。

　その後、特別徴収の導入時期

を10月からとすること、税率改

正と限度額、特別徴収などの方

針等を決定し、6月市議会で承認

を得たことから市民にお知らせ

をしました。お知らせ後、「申し

出」により特別徴収によらない

方法での納付でも良いと対象者

の判断基準が見直されたことか

ら、『取扱要綱』を制定し対応す

ることにしました。

　特別徴収の対象者は、65才以

上74才未満だけの世帯の世帯主

の方で、年金額が年額18万円以

上で、介護保険料と国民健康保

険税を合わせた額が年金額の2

分の1を超えない方となります

が、国民健康保険税を直近2年間

滞納したことがなく、今後口座

振替により確実に納付が見込ま

れる方は、申し出により特別徴

収ではなく、口座振替により納

付することができます。対象に

なる方には7月10日発送の納税

通知書と同時にその旨お知らせ

したところです。

　今回の条例改正は、地方税法

の改正にもとづくため、富良野

市情報共有と市民参加のルール

条例第5条第2項第1号（法令の

規定によるもの）により参加手

続きを省略しました。徴収方法

の変更については要綱を制定し

個別にお知らせをしましたので、

ご理解とご協力をお願いします。

隠口座振替納入確認通知書の発

行廃止について　　（緑町　男性）

　市道民税、固定資産税・都市

計画税の口座振替納入確認通知

書の発行廃止について、払い終

えた段階で納入確認通知を発行

するのが当然と思うのですが、

それを預貯金の記帳により確認

してくれ、更には確認書を希望

する方は連絡くれとは世の常識

とは逆ではないですか。

税務課です　　拶３９‐２３０２

　昨年度まで納入済確認通知書

を発行していましたが、事務事

業の経費削減や効率化を図るた

め廃止しました。なお、確定申

告や車検で必要となる国民健康

保険税、軽自動車税について廃

止する考えはなく、今回廃止と

なった税目についてもご連絡を

いただければ納付証明書を発行

しますのでご理解とご協力をお

願いします。

市民の声

鰹上 山部支所の市民参加手続きコーナー（正面
玄関から入り右手）　鰹下 東山支所の市民参加
手続きコーナー（正面玄関から入り左手）

な
広
聴
活
動
を
積
極
的
に
活
用
し
、

市
民
が
持
つ
知
識
や
感
性
な
ど
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
、
市
政
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

　

富
良
野
の
ま
ち
を
後
世
に
ほ
こ

り
を
持
っ
て
残
し
て
い
く
た
め
に
、

情
報
の
共
有
と
市
民
参
加
の
実
践

を
積
み
上
げ
な
が
ら
、
し
っ
か
り

と
そ
の
土
台
を
つ
く
り
、
多
く
の

市
民
が
相
互
に
連
携
し
、
と
も
に

つ
く
り
あ
げ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
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市
長
と
意
見
の
交
換
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

鰹問 企画振興課　拶３９‐２３０４ 

地方を取り巻く環境が厳しくなる
なか、地方が自らの責任で選択し、
行動することが強く求められてい
ます。その実現のためには、市民の
みなさんと情報を共有し、力を合わ
せながらまちづくりを進めていく
「市民対話」が重要になってきます。
市では、市民のみなさんと市長が意
見交換をする「市長出前トーク」と
「市長室トーク」を年間を通して実
施しています。
地域や団体、職場の仲間で市長にま
ちづくりを提案してみませんか。

参加対象　これからのまちづくりに、企画
　提案などをいただけるグループ・団体及
　び個人。
開催日時　原則、平日（月～金曜日）午前
　９時～午後９時まで(１団体２時間以内
)

参加ルール　企画振興課にある申込書に
　より、開催希望の１カ月前までに申し込
　みしてください。ただし、市長公務との
　日程調整及び意見交換の内容によって
　は、対応できないことがあります。

　「市長出前トーク」は、市長がみなさんのと
　ころに出向いて、意見交換するものです。

　「市長室トーク」は、市民のみなさんが市長
　室を訪れて、市長と意見交換するものです。

富良野市青少年サークル「ね～びる」 麓郷「共済農場」 ふらの観光ボランティア

担 当 課講　　座　　の　　内　　容講 座 名

企画振興課「人にやさしいまちづくり」をめざす総合計画の概要市の総合計画２

総務課災害の備えや、災害時被災者を助け合う自主防災活動地域ぐるみの防災対策５

総務課パソコンの色々な利用方法をわかりやすく説明しますパソコンを楽しもう！《初心者対象》６

財政課市財政の現状、今年の予算、財政健全化計画について市の財政～現状とこれから～８

税務課地方税である身近な市税の仕組みなどについて市税のしくみ９

市民環境課転居や婚姻、出生などの届出方法と、住民登録・戸籍のしくみ住民登録・戸籍のしくみ1０

市民環境課地球温暖化防止で、一人ひとりがやるべきこと、できること地球温暖化を考える1１

市民環境課市民みなさんの協力で行われているごみリサイクルのしくみごみのゆくえ1２

お茶の間トーク！市職員がお茶の間や学校へ

出前講座ご利用ください！
< 対象者 >　
　５人以上なら誰でも！
　町内会、学校、職場やグループ・団体など

< 申込み・問合せ >
企画振興課　皐３９‐２３０４　捌２３‐２１２１
　電子メール　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp
　　 ※市のホームページからも申し込みできます。

肩

謙

見

賢

牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽

牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽

献
献
献
献
献

献
献
献
献
献※出前講座メニュー (抜粋したものを掲載しています)

「市長出前トーク」
「市長室トーク」
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<申込み・問合せ>　企画振興課または各一部事務組合へ申込みください。一部事務組合の出前講座

一 部 事 務 組 合講 座 の 内 容講 座 名

消防組合(23-5119)救命に必要な応急手当などの実習応急手当講習A

消防組合(23-5119)防火や火災の原因、消火器の使用方法火災予防B

学校給食組合(23-1311)給食センターのあゆみ、給食ができるまで給食センターの概要C

環境衛生組合(２２-4376)し尿・生ごみから堆肥ができるまで（見学可）衛生センターの仕事［小中学生向け］D

担 当 課講 座 の 内 容講 座 名

保健医療課国民健康保険の現状・制度のしくみなどについて国民健康保険のしくみ１３

保健医療課平成２０年度からはじまる特定健診・特定保健指導のねらい特定健診と特定保健指導1４

保健医療課からだの中で起こっていること、その原因と予防メタボリックシンドロームの話１５

介護保険課介護保険制度や高齢者福祉の内容・具体的な利用方法介護保険制度と高齢者福祉１６

福祉課障がい者福祉に関する制度や、その他の福祉制度について福祉のことなら何でも！１７

こども未来課乳幼児期からの食習慣が与える影響や食育の必要性乳幼児の食育１８

こども未来課子育て支援ｾﾝﾀ ・ー家庭児童相談員などの市の子育て支援策子育て支援１９

ふれあいセンター老人福祉センターや勤労青少年ホームの事業についてふれあいセンターとは２0

農林課富良野の地形・気象条件を生かした農業の概要について富良野の農業　［小中学生向け］２１

商工観光課これからの富良野観光を一緒に考えましょう　これからの富良野観光２３

商工観光課中心街活性化センターの施設や利活用計画などについて中心街活性化センターとは２５

ぶどう果樹研究所ふらのワインの歴史、製造やワインをおいしく飲む方法などふらのワインをおいしく！２７

技術審査課建築工事の入札までのしくみ入札制度２８

幹線道路整備推進課国や道が進める地域高規格富良野道路の整備地域高規格富良野道路の整備２９

都市施設課除雪事業の現状や除雪事業計画について除雪事業３１

都市建築課建物ができあがるまでの流れやそこで働く人たちを紹介家ができるまで［小学生向け］３３

上下水道課下水道のしくみ、水処理センターの説明（見学可）下水道～清潔で快適なくらしを～３４

山部支所山部支所のしごと全般について山部支所のしごと３７

東山支所東山支所のしごと全般について東山支所のしごと３８

議会事務局市議会のしくみと役割、請願や陳情の提出方法や傍聴議会のしくみと役割４１

選挙管理委員会選挙の制度や各種選挙のしくみ選挙のはなし４３

農業委員会新農業者年金制度のしくみ　農業者年金で豊かな老後生活を４４

学校教育課不登校の子どもたちの登校適応指導教室について適応指導教室とは4６

学校教育課経済的な理由で就学が困難な方のための就学援助について　就学援助制度について４７

社会教育課子どもの健全育成と子ども会の作り方、活動を紹介「子ども会」っておもしろい！４８

社会教育課ふらの市民講座や施設の紹介、市リーダーバンクなど生涯学習～公民館で学ぶ～４９

社会教育課年齢別による体力テストの実施と診断体力テストの実施と診断５０

社会教育課 直径１２２㎝・重さ１㎏のボールを使ったゲームニュースポーツ「キンボール」の指導５１

社会教育課気軽にできる簡単なレクゲームの紹介・実践など楽しい集いレクリエーション体験５２

生涯学習センターどのように築いてきたか歴史から過去、現在、未来を語ろう再発見！郷土の歴史５３

生涯学習センターみんなが楽しみながら学べる学習プログラムの紹介生涯学習センター学習プログラム５４

図書館読書推進と図書館の役割及び利活用方法の案内について図書館へいらっしゃい！５５
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市政
アラカルト

９月ＳＥＰＴＥＭＢＥＲ

北
海
道
大
学
富
良
野
サ
テ
ラ
イ
ト
開
設
記
念
講
演
会

「
地
域
と
大
学
が
考
え
る
持

続
可
能
な
富
良
野
の
未
来
」

と　

き　

９
月　

日
画

１２

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時　

分
４５

と
こ
ろ　

富
良
野
文
化
会
館
大
会
議
室

入
場
料　

無
料

主　

催　

富
良
野
市
、
北
海
道
大
学
農
学

部
、
北
海
道
大
学
Ｓ
Ｇ
Ｐ

講
演
虚
「
現
代
山
村
の
現
状
と
地
域
再
生

の
課
題
」

講　

師　

長
野
大
学
教
授　

大
野
晃
氏

講
演
許
「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
連

ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
」

講　

師　

明
治
大
学
名
誉
教
授　

井
上
和
衛
氏

講
演
距
「
新
し
い
富
良
野
の
観
光
ス
タ
イ

ル
の
提
案
〜
地
域
の
お
宝
探
し
の
す
す
め
〜
」

講　

師　

ふ
ら
の
観
光
協
会　

佐
藤
秀
靖
氏

討
論
会
「
Ｓ
Ｇ
Ｐ
富
良
野
研
究
成
果
報
告

と
討
論
会
」

架
農
林
課　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
９

参加者募集！
～富良野・上富良野・中富良野・南富良野・占冠～

ふらの沿線ススススススススススススススススススススススススススススススポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェススススススススススススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタに

参加しませんか！

※各大会での傷害・事故などについては一切
　の責任を負いません。
申込み／問い合わせ
　社会教育課　　志 ３９‐２３１８　思 ３９‐２３３０

軽登山ノルディックウォーキングｉｎ占冠
と　き　１０月５日蚊
　　　　開会式：午前９時３０分
ところ　占冠村農村公園（占冠村字中央）
コース　農村公園からバスで出発地点へ　
　　　　→鬼峠→農村公園ゴール(行程１０娃）
対　象　富良野沿線住民で、小学５年生以
　　　　上の方（小学生は保護者同伴）
持ち物　ウォーキングに適した靴・飲料、
　　　　あればウォーキング用ポール、食
　　　　料適宜、雨具など
申込み　９月１９日画までに電話で申し込み
　　　　ください
その他　当日、農村公園では、紅葉まつり
　　　　開催中

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

を
更
新
し
ま
す

　

現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証
は
、
９
月

　

日
を
も
っ
て
有
効
期
限
が
満
了
し
ま
す
。

３０
　

新
し
い
保
険
証
は
、
９
月
下
旬
に
世
帯

ご
と
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。（
一
部
の
方
に

つ
い
て
は
、
市
役
所
窓
口
で
交
付
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

　

ま
た
、
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
市

役
所
国
民
健
康
保
険
係
か
支
所
へ
返
還
す

る
か
、
各
自
で
裁
断
す
る
な
ど
し
て
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

月
１
日
以
降
は
、
新
し
い
保
険
証
で

１０

　

な
け
れ
ば
、
病
院
な
ど
で
診
療
を
受
け

　

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

架
保
健
医
療
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
０

市
民
交
通
傷
害
保
険
に
　
　

加
入
し
ま
せ
ん
か

　

年
齢
、
性
別
、
健
康
状
態
に
関
わ
ら
ず

加
入
で
き
、
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、

汽
車
な
ど
の
車
両
に
よ
る
交
通
事
故
に

よ
っ
て
、
け
が
を
さ
れ
た
場
合
に
保
険
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。
家
族
ぐ
る
み
で
加
入

し
て
交
通
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

市
民
及
び
市
内
に
通
勤
、
通
学

し
て
い
る
方

保
険
料　

１
口
３
６
０
円
（
１
年
分
）。
１

人
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
期
間　

平
成　

年　

月
１
日
〜
平
成

２０

１０

　

年
９
月　

日
ま
で

２１

３０

受　

付　

９
月　

日
画
か
ら
随
時
受
付
け

１２

し
ま
す
。
市
民
環
境
課
、
山
部
支
所
、
東

山
支
所
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
中
途

加
入
の
場
合
は
月
割
り　

円
で
す
。

３０

　

現
在
加
入
し
て
い
る
方
は
、
更
新
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

架
市
民
環
境
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
８

男
の
料
理
教
室

　

食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
と
調
理
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

９
月　

日
画

１２

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

料
理
が
苦
手
な
男
性

参
加
料　

５
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
込
み　

９
月
８
日
俄
ま
で
に
電
話
で
申

込
み
く
だ
さ
い
。

架
保
健
医
療
課　
　

拶
３
９
‐
２
２
０
０

パークゴルフｉｎ富良野
と　き　９月２８日蚊　
　　　　開会式：午前９時
ところ　金満緑地公園
　　　　パークゴルフ場
内　容　３６ホールストロークプレー
　　　　男女別に３位まで表彰
　　　　コース使用料３００円は自己負担　
　　　　（シーズン券、回数券使用可）
対　象　富良野沿線住民
申込み　９月１６日峨までに電話で申し込み
　　　　ください
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連合会・町内会の話題をお知らせください。

「
交
流
の
広
が
り
を
活
力
に
」

　
青
年
会
が
地
域
を
盛
り
上
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
■
扇
山
青
年
会

　

９
年
前
に
発
足
し
た
扇
山
青
年
会
（
岡
野

恭
輔
会
長
・
会
員　

名
）
は
、
扇
山
公
民
館

２２

を
会
場
に
「
夕
涼
み
盆
踊
り
大
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
６
月
に
は
「
夕
涼
み
盆
踊
り
大

会
資
金
造
成
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
」
も
開
い

て
お
り
、
資
金
、
会
場
設
営
、
カ
キ
氷
や
飲

み
物
の
提
供
、
盆
踊
り
を
盛
り
上
げ
る
太
鼓

な
ど
す
べ
て
の
役
割
を
青
年
会
が
担
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
、
８
月　

日
に
第
９
回
目
と
な
る

１３

「
夕
涼
み
盆
踊
り
大
会
」
が
開
か
れ
、　

名
以

７０

上
の
住
民
が
集
ま
り
、
や
ぐ
ら
の
周
り
を
色

と
り
ど
り
の
浴
衣
を
着
た
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
そ
う
に
踊
り
、
そ
れ
を
大
人
た
ち
が
楽
し

ん
で
見
て
い
ま
し
た
。
盆
踊
り
の
後
に
は
花

火
大
会
が
行
わ
れ
、
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ

る
た
び
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

岡
野
会
長
は
「
地
域
一
番
の
お
祭
り
で
、

地
域
の
子
ど
も
を
は
じ
め
大
人
た
ち
も
み
ん

な
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な

が
笑
顔
で
楽
し
ん
で
く
れ
る
よ
う
、
準
備
に

も
気
合
が
入
り
ま
す
。
子
ど
も
の
数
が
減
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
地
域
の
交
流

の
場
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
場

と
し
て
、
こ
れ
か
ら　

年
、　

年
と
青
年
会

１０

２０

「夕涼み盆踊り大会」に参加した子どもたちと主催した扇山青年会のみなさん

　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
蔚

　

子
ど
も
た
ち
に
安
全
で

安
心
な
公
園
で
遊
ん
で
も

ら
お
う
と
、
泉
公
園
を
管

理
す
る
活
動
が
若
葉
町
連

合
会
（
長
部
功
一
会
長
）

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月　

日
に
は
、
６
人

１３

が
集
っ
て
ト
イ
レ
や
水
飲

み
場
の
清
掃
、
草
取
り
、

砂
場
の
掘
り
起
こ
し
作
業

を
行
っ
て
汗
を
流
し
ま
し

た
。
汚
れ
て
い
た
水
飲
み

場
を
丁
寧
に
タ
オ
ル
で
拭

き
、
固
く
な
っ
て
い
た
砂

場
は
ス
コ
ッ
プ
で
掘
り
起

こ
し
、
大
き
な
石
や
ご
み

な
ど
を
取
り
除
く
と
見
違

え
る
ほ
ど
や
わ
ら
か
く
、

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
園
の
清
掃
管
理
は
、　

年
以

３０

上
も
前
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

年
間
の
サ
イ
ク
ル
も
確
立
し
て
い

て
、
４
月
の
冬
囲
い
を
解
く
作
業

か
ら
始
ま
り
、
夏
場
に
は
清
掃
管

理
、　

月
に
は
ま
た
冬
囲
い
を

１１

行
っ
て
い
ま
す
。

　

泉
公
園
は
、
遊
び
や
憩
い
の
場

と
し
て
活
用
さ
れ
、
夏
休
み
に
行

わ
れ
る
ラ
ジ
オ
体
操
に
は
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で　

〜　

人
が
集
ま

４０

５０

る
な
ど
、
地
域
の
核
と
な
っ
て
い

る
公
園
で
す
。
長
部
会
長
は
「
地

味
で
す
が
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
。
子
ど
も
た
ち
や
大
人
、
お

子どもたちの笑顔が

あふれる安全な公園

を目指して

「地味ですが継続していくことが大事」と話す若葉町連合会のみなさん■若葉町連合会

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２



9 こうほう No.56４

人

　

新
富
良
野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の

ニ
ン
グ
ル
テ
ラ
ス
で
鉄
や
革
な
ど

を
利
用
し
て
、
イ
ン
テ
リ
ア
雑
貨

や
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を
手
作

り
し
て
い
る
ク
ラ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ

「
森
の 
鍛
冶 
屋
」オ
ー
ナ
ー
の
小
舩

か
じ

祐
己
さ
ん
。
東
京
出
身
で
、
富
良

野
に
来
た
の
は
７
年
前
。

　

そ
れ
ま
で
、
建
築
の
設
計
や
ま

ち
お
こ
し
、
鍛
造
・
彫
金
・
皮
革
・

ミ
ニ
チ
ュ
ア
・
ガ
ラ
ス
・
キ
ャ
ン

ド
ル
・
木
工
・
カ
ス
タ
ム
ナ
イ
フ
・

手
作
り
楽
器
の
作
家
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
し
た
。

　

８
年
前
に
ニ
ン
グ
ル
テ
ラ
ス
で

の
出
店
の
話
が
あ
り
、
１
年
間
、

富
良
野
を
見
て
周
り
、「
自
然
の
中

で
も
の
づ
く
り
が
で
き
る
と
こ
ろ
、

「 自然の中でものづくりができ、日本中の人とふれあうこ
とができる富良野は魅力的 」と話す小舩祐己さん

　小舩　祐己さん 
日の出町

こふね ひろみ

日
本
中
の
人
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が

で
き
る
富
良
野
に
魅
力
を
感
じ
、

富
良
野
に
住
む
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

小
舩
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
も
の
づ
く
り
が
好
き
で
、
鉄
や

木
な
ど
使
っ
て
自
分
で
お
も
ち
ゃ

を
作
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

鍛
冶
と
は
、
鉄
を
真
っ
赤
に
な

る
ま
で
熱
し
、
そ
れ
を
叩
い
て
の

ば
し
た
り
、
曲
げ
た
り
し
て
道
具

を
つ
く
る
こ
と
。「
鍛
冶
は
も
ち
ろ

ん
、
す
べ
て
の
も
の
づ
く
り
も
、

基
本
は
素
材
の
声
を
聴
く
こ
と
と

自
然
か
ら
教
わ
る
こ
と
。
素
材
の

声
を
聴
か
な
い
と
良
い
も
の
は
で

き
な
い
」
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
舩
さ
ん
は
、
昨
年
６

月
、
ま
ち
の
活
性
化
の
た
め
に
、

富
良
野
の
特
産
品
の
お
い
し
い
野

菜
を
さ
ら
に
お
い
し
く
食
べ
て
も

ら
お
う
と
、
五
条
通
り
に
「
ス
ー

プ
マ
ジ
ッ
ク　

カ
フ
ェ
ノ
ル
ド
」

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。「
ス
ー

プ
カ
レ
ー
も
コ
ー
ヒ
ー
も
好
評
で
、

リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
い
る
」
と

い
い
ま
す
。
店
内
は
９
席
と
少
な

い
た
め
、
せ
っ
か
く
来
て
く
れ
た

の
に
入
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
こ

と
も
度
々
あ
る
と
の
こ
と
。

　

で
き
る
限
り
地
元
の
野
菜
を
使

い
、
フ
レ
ン
チ
の
カ
レ
ー
と
オ
ニ

オ
ン
グ
ラ
タ
ン
ス
ー
プ
を
合
わ
せ

た
こ
く
の
あ
る
ス
ー
プ
カ
レ
ー
や
、

こ
だ
わ
り
の
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
い

な
が
ら
、
オ
ー
ナ
ー
の
小
舩
さ
ん

と
会
話
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
自
ら
「
森
の
鍛
冶
屋
」
や

「
カ
フ
ェ
ノ
ル
ド
」
の
店
に
立
ち
、

お
客
さ
ん
と
会
話
し
触
れ
合
う
こ

と
で
、
も
の
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
。

　
「
鉄
道
模
型
や
富
良
野
の
街
の

ジ
オ
ラ
マ
な
ど
を
展
示
し
た
、
日

本
に
は
ま
だ
な
い
ミ
ニ
チ
ュ
ア
だ

け
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
作
り
た

い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
若
い
農
家
の
人

た
ち
と
も
地
産
地
消
に
向
け
た
取

り
組
み
も
進
め
る
な
ど
、
ま
ち
の

活
性
化
に
も
積
極
的
な
小
舩
さ
ん

で
し
た
。

良野に

移る

富渦

ものづくりの基本は素材の声を聴くことから

と
し
て
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る
と
い
う
家

族
の
方
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
域
の
お
祭
り
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
、
是
非
続
け
て

ほ
し
い
で
す
」
と
青
年
会
の
活
動

に
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

　

扇
山
地
区
連
合
会
の
田
村
稔
会

長
は
「
過
去
、
扇
山
地
区
連
合
会

青
年
団
で
盆
踊
り
を
行
っ
て
い
た

が
、
人
不
足
で
青
年
団
が
な
く
な

り
、
地
域
で
盆
踊
り
が
行
わ
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。
９
年
前
に
扇
山

青
年
会
が
設
立
さ
れ
、『
盆
踊
り
大

会
』
が
復
活
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
の
交
流
に
広
が
り
が
で
き
ま

し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
地
域

の
人
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
は
、

地
域
の
活
力
と
な
り
と
て
も
良
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
青
年
の
力

は
大
き
く
、
頭
が
下
が
る
思
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

年
寄
り
も
遊
べ
る
公
園
に
し
た

い
」
と
話
し
ま
す
。

　

若
葉
町
連
合
会
は
地
域
活
動
が

活
発
な
地
域
で
、
お
花
見
、
ビ
ー

ル
パ
ー
テ
ィ
ー
、一
泊
旅
行
、パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
、
敬
老
会
な
ど
の

交
流
活
動
の
ほ
か
、
歩
こ
う
会
の

定
期
開
催
や
栄
町
・
若
葉
町
通
り

会
と
一
緒
に
花
壇
な
ど
の
環
境
整

備
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

長
部
会
長
は
、「
様
々
な
取
り
組

み
を
通
じ
て
親
睦
の
和
も
広
が
っ

て
お
り
、
呼
び
か
け
る
と
多
く
の

方
が
参
加
し
て
く
れ
ま
す
の
で
苦

労
は
な
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
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ふ
ら
の
ワ
イ
ン

秋
の
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
市
民
還
元

　
　
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た

こ
の
機
会
に
、
還
元
価
格
で
お
手
ご
ろ
な
ロ
ゼ

ワ
イ
ン
を
市
内
酒
販
店
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

還
元
期
間
　
９
月
１
日
捷
～
　
月
　
日
昌

１０

１５

特
別
割
引
価
格
　
８
０
０
円
（
税
込
）

刷問 
ワ
イ
ン
工
場
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
　
拶
0
1
2
0
‐
8
7
8
‐
1
7
2

２
０
０
８
（
第
６
回
）

国
産
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で

ふ
ら
の
ワ
イ
ン
６
種
が
入
賞
！

　

去
る
７
月
末
、
山
梨
県
で
開
催
さ
れ
た

「
２
０
０
８
（
第
６
回
）
国
産
ワ
イ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、
ふ
ら
の
ワ
イ
ン

ツ
バ
イ
ゲ
ル
ト
レ
ー
ベ
２
０
０
１
、
ミ
ュ

ラ
ー
・
ト
ゥ
ル
ガ
ウ
２
０
０
７
、
バ
レ
ル

ふ
ら
の
白
２
０
０
６
、
ソ
レ
イ
ユ
の
４
種

が
銅
賞
、
そ
し
て
ツ
バ
イ
ゲ
ル
ト
レ
ー
ベ

２
０
０
０
・
２
０
０
２
の
２
種
が
奨
励
賞

に
入
賞
し
ま
し
た
。
昨
年
の
３
種
入
賞
か

ら
６
種
入
賞
へ
、
第
3
者
か
ら
も
高
い
評

価
を
受
け
る
品
質
の
ワ
イ
ン
を
製
造
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
こ
の
機
会
に
受
賞
ワ
イ
ン
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ツ
バ
イ
ゲ
ル
ト
レ
ー
ベ
2
0
0
1

ビ
ン
テ
ー
ジ
　
　
　
３
１
５
７
円

　
ふ
ら
の
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
（
中
心
的

存
在
の
）
ワ
イ
ン
で
す
。
富
良
野
で
育
つ

ツ
バ
イ
ゲ
ル
ト
レ
ー
ベ
種
は
、
他
の
地
域

よ
り
も
色
調
が
濃
く
、
し
っ
か
り
と
し
た

タ
ン
ニ
ン
（
渋
み
）
を
持
っ
た
も
の
が
収

穫
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
ワ
イ
ン
に
し
て
か

ら
５
年
以
上
（
木
樽
１
年
・
ビ
ン
４
年
）
熟

成
さ
せ
る
こ
と
で
果
実
香
・
樽
香
・
熟
成

香
が
絶
妙
に
折
り
合
い
、
余
韻
の
穏
や
か

な
味
わ
い
深
い
ワ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま

す
。
２
０
０
０
年
、
２
０
０
２
年
ビ
ン

テ
ー
ジ
も
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ン
の
タ
イ
プ
　
や
や
重
い

品
種
　
ツ
バ
イ
ゲ
ル
ト
レ
ー
ベ
種

ミ
ュ
ラ
ー
・
ト
ゥ
ル
ガ
ウ
2
0
0
7

ビ
ン
テ
ー
ジ
　
　
　
１
５
５
０
円

　
フ
ル
ー
テ
ィ
な
タ
イ
プ
で
青
り
ん
ご

の
よ
う
な
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
果
実
香
と
、
ほ

の
か
に
後
口
に
広
が
る
柔
ら
か
な
甘
味

が
特
徴
で
す
。
過
去
に
も
国
産
ワ
イ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
で
３
度
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

お
り
品
質
の
安
定
し
た
ワ
イ
ン
で
す
。
特

に
２
０
０
７
年
ビ
ン
テ
ー
ジ
は
過
去
最

高
の
出
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ン
の
タ
イ
プ
　
中
口

品
種
　
ミ
ュ
ラ
ー
・
ト
ゥ
ル
ガ
ウ
種

バ
レ
ル
ふ
ら
の
白
　
2
0
0
６
   　

ビ
ン
テ
ー
ジ
　
　
　
１
８
９
７
円

　
「
バ
レ
ル
（
日
本
語
で
木
樽
の
意
）」
の

名
の
と
お
り
樽
で
熟
成
さ
せ
た
ワ
イ
ン

で
す
。
使
用
し
て
い
る
樽
は
フ
ラ
ン
ス
産

の
オ
ー
ク
樽
（
２
２
５
Ｌ
）
で
　
カ
月
熟

１２

成
さ
せ
て
い
ま
す
。
白
ワ
イ
ン
の
中
で
は

最
も
辛
口
と
な
り
、
樽
の
柔
ら
か
な
風
味

と
切
れ
の
良
い
酸
味
が
特
徴
で
す
。

ワ
イ
ン
の
タ
イ
プ
　
や
や
辛
口

品
種
　
セ
イ
ベ
ル
（
５
２
７
９
）
種

　
　
　
ケ
ル
ナ
ー
種

ソ
レ
イ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
      

　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
0
7
円

　
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
の
な
か
で
最
も
華
や

か
な
ぶ
ど
う
の
香
り
（
マ
ス
カ
ッ
ト
香
）

が
強
い
タ
イ
プ
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
分
が

低
め
で
口
当
た
り
が
や
さ
し
く
、
甘
酸
っ

ぱ
い
風
味
が
特
徴
で
す
。
食
前
酒
や
食
後

酒
と
し
て
大
変
人
気
の
あ
る
商
品
で
す
。

昨
年
も
銅
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ン
の
タ
イ
プ
　
甘
口

品
種
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
マ
ス
カ
ッ
ト
種

　
　
　
セ
イ
ベ
ル
（
1
3
0
5
3
）
種

ワワワワワワワワワワワイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンン一一一一一一一一一一一口口口口口口口口口口口メメメメメメメメメメメワイン一口メモモモモモモモモモモモモ

ワインと料理の組み合わせ(ワインと料理のマリアージュ)について
　ワインだけを飲むのもかまいませんが、ワインを楽しむ喜び

は、料理との組み合わせではないでしょうか。

　レストランなどでは、お店の方にこの食事に合うワインを予

算に合わせて選んでもらうのが最も良い方法ですが、家庭では

どうすればいいの？

　そこで一般に言われている方程式を紹介します。

「ワインの色と料理の色を合わせる！」(ソムリエ田崎真也さんの言葉から)
　肉料理には赤、魚料理には白と言われますが、それにも合致

するのではないでしょうか。しかし、それは一般に言われること。

ワインというと何か難しく考える方もいますが、いろいろな料

理との組み合わせ、また赤を冷やして飲むのもよし、自分の好

みを合わせて試してみるのがいいのではないでしょうか。その

組み合わせの中から新たな発見がありますよ！！

ワインセミナーを実施中
ワイン工場では、町内会、

会社、グループなどにおい

て、ふらのワインについて

詳しく知りたいという要望

に対し、職員を派遣し、ワ

インセミナーを行っていま

す。新たな発見もあったと

好評いただいております。

ご希望の方は、ワイン工場

（フリーダイヤル）
拶０１２０‐８７８‐１７２まで。
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「中央歩道橋」の通行止めを行います

９月２１日掌 午前９時～午後３時

協会病院駐車場(住吉町)を来場者駐車場として利

用するため、「中央歩道橋」は歩行者渋滞と雑踏

事故防止のために「通行止め」といたします。ご

迷惑をおかけしますが住吉町から駅前に設置し

ています「ポッポブリッジ」をご利用願います。

　　　　架都市施設課　拶39‐231３

ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふらららららららららららららららららららららのののののののののののののののののののののワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどううううううううううううううううううううう祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭ふらのワインぶどう祭りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり2222222222222222222220000000000000000000000000000000000000000008888888888888888888882008
　　　　　　　　ｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎまままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちなななななななななななななななななななななかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかまちなか

　ふらのの味覚が一同に集結

ふらのワインの原

料ぶどうが収穫時

期に入り、美味し

いぶどうの収穫と

富良野市の農産物

の収穫に感謝する

お祭りです。

　飲み物は、ふら

のワイン、ぶどう

果汁、ふらの牛乳、ビールなど。食べ物は、富

良野の農産物をふんだんに使った創作メ

ニューをはじめ、盛りだくさん用意しています。

　アトラクション

子どもたちが楽しめる縁

日コーナーや、ふぁふぁ

人形、ワインアドバイ

ザーによるワインセミ

ナーなど、ワインにちな

んだ楽しいイベントがた

くさんあります。また、新企画「ジャンボチー

ズフォンデュ」も登場(予定) ！お楽しみに！！

　アクセス

協会病院駐車場とスポーツセンターから会場へ

は、無料シャトルバスを運行しますので、どう

ぞご利用ください。

　また、協会病院跡地(幸町)も臨時駐車場として

ご利用いただけます。(協会病院跡地は無料シャ

トルバスは運行しません)

　連携イベント

ふらのワインぶどう祭り前夜祭として「ふらの

はしご酒大会」が９月２０日臥午後７時から９時

まで開催されます。前売券3,000円、当日券3,500

円。詳しくはお問い合わせください。

　注意事項

虚駐車場が少ないため、できるだけ自動車を使

　わないでご来場ください。

許中央歩道橋は通行止めとなりますので、ポッ

　ポブリッジをご利用ください。

距飲酒運転・路上駐車は絶対にしないでください。

鋸敷物は各自ご用意ください。

漁マイはしを持参してご来場ください。（環境へ

の取り組みとして、はしは有料とします。）

　問い合わせ
ふらのワインぶどう祭り実行委員会

拶３９‐２３１２

通
行
止
め
に

な
り
ま
す
。

と　き　９月２１日掌

　　　　午前１０時～午後２時

ところ　富良野市北公園

　　　　（JR富良野駅横噴水公園）
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どうなっている?　行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計行政改革推進計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

効　果　額
(一般会計:千円)

実 施 の 内 容H19H１８H1７取 組 項 目目 的 と 方 策

市民満足度(普通以上)
H16：73% → H19：86% = +13%

●●●虚広報誌などによる情
　報公開・提供の充実

行政の透明化と情報の共有化を図るため、
行政情報の公開と提供の充実

市民向け予算書を作成し、ホーム
ページ公表と町内会回覧など実施

●●●許わかりやすい予算・
　決算情報の提供

まちづくりの意識の高揚を図るため、わか
りやすい予算・決算書の作成

ア ク セ ス 数　H17：308,496件 → 
H19：336,658件 = +9%

●●●距ホームページなど
　の充実・更新

情報の共有と利便性を向上するため、ホー
ムページの充実と更新の徹底

個人保護等以外は原則公開●●●鋸審議会などの公開
　・公表

審議会等の活性化と市民参加を促進する
ため、行政の決定過程の明確化

市民満足度(普通以上)
H16：54% → H19：74% = +20%

●●●漁市民参加の推進
情報の共有と市民参加を促進するため、市
民参加のルール条例の推進

制度、体制等について再検討△禦オンブズマン制度
　の検討

行政の一層の公平性を図るため、苦情の処
理、改善勧告する制度の検討

実施率=1(様式)/2(様式+申請)= 50%○魚インターネットによ
　る各種申請の電子化

申請手続きの利便性の向上を図るため、イ
ンターネット活用方式の導入

Ｈ２１検討項目
亨電子文書管理シス
　テム導入の検討

文書管理の事務能率の向上を図るため、決
済等の電子化の検討

民間人講師による職員研修
H17：1回、H19：1回

●●享接遇やマナーの定着
市民応対の改善と向上を図るため、職員の
人材育成

ご意見箱/市民の声　H17：3/18件、
H18：16/44件、H19：12/30件

●●●京ご意見コーナーの
　常設

市民の意見・苦情を市政に反映するため、
ご意見コーナーの常設

見直しの手引き(マニュアル)を策定、
推進

●●●供お役所言葉の見直し
行政のわかりやすさを向上するため、わか
りにくい表現の見直し

実施に向け精査中△侠業務マニュアルの
　作成

窓口業務等の適切な対応と遅延解消を図
るため、業務のマニュアル化

社会的動向により再検討△僑柔軟性をもった業
　務時間の検討

利便性の向上を図るため、夏時間・変動勤
務制等の業務時間の検討

庁舎等の施設状況により再検討△兇ワンストップサー
　ビスの検討

市民負担の軽減と利便性の向上を図るた
め、窓口業務の集約化の検討

H17：△  5,508
H18：△16,632
H19：△  8,524

指定管理者導入率 = 導入44施設/全
体69施設 = 64%（H17：3施設、H18：
38施設、H19：3施設）

●●●
競指定管理者制度な
　どによる施設の運
　営管理の見直し

公の施設のコスト縮減、雇用の拡大等を図
るため、民間能力の活用

都市公園草刈,清掃等 町内会協働率 = 
4公園/67公園 = 6%

○○共市民協働による公
　園等管理の実施

市民と行政の協力・共同によるまちづくり
を目指し、協働の促進

△凶インターネットによる
　 施設利用申込予約の検討

施設予約の利便性の向上を図るため、イン
ターネット活用方式の検討

山部地域の公共施設(福祉センター、い
きいきセンター)の効果的活用

●●協施設の効率的配置
　などの検討

施設の効果的な活用とコスト縮減を図る
ため、公共施設の配置等の検討

課等統廃合縮減率　H16：48課等 → 
H19：43課等 = △10%

●●匡組織機構の見直し
市民にわかりやすく簡素な組織を目指し、
組織機構の見直しを推進

H18：△11,015収入役廃止●●卿三役制度の見直し組織の簡素化を図るため、三役制度の見直し

議員
H1９：△  7,652
農業委員
H18：△  1,728

議員、行政委員定数の削減率
削減数6人/全体定数64人 = △9%
（うち議員△2/20人=△10%、農業委
員△4/27人=△15%）

●●叫審議会(委員会)等
　委員定数の見直し

組織の効率化を図るため、委員等の必要定
数の見直し

評価実施率823/823 = 100%●喬事務事業評価の実施
行政経費の効果的活用のため、事務事業評
価による見直しの推進

富良野市行政改革推進計画（平成１７年度～平成２２年度）の前半３カ年（平成１７年度～平成１９年度）の
取り組みの結果についてお知らせします。
全４４項目のうち、実施されたのは３１項目（一部実施含む）となり、全体では７０％の実施率となってい
ます。

               （●実施　○一部実施　△検討）

平成１９年度平成１８年度平成１７年度
取組による効果額（千円）

実　績計　画実　績計　画実　績計　画

△227,650△291,627△329,645△327,145△151,167△140,842
単年度における効果の増減額の合計、下表右欄

以外の効果額（物件費等）もあり、合計とは一

致しない

単年度

効果額

△460,425△480,777△435,455△435,281△151,167△140,842
年度別の効果の累計額＝単年度効果額＋前年度

までの効果額のうち持続している効果額（人員

削減、経常的物件費削減、指定管理料など）

年度別

効果額

刷問 総務課

拶３９‐２３００
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削減率費　　　目削減率費　　　目削減率費　　　目削減率費　　　目

△38.2％
特別職給与(市長・副市
長・収入役・教育長)

△9.4％その他委員報酬△12.0％行政委員報酬△11.6％議員報酬

△37.8％報酬(謝礼・報償費)△28.7％賃金(臨時・嘱託等)△19.1％一般職員給与

△55.1％旅費△17.1％燃料・光熱水費△26.9％文具・消耗品・印刷△27.3％交際費(弔慰・見舞等)

△67.2％食料費△28.3％保険料等△16.1％手数料△28.7％通信運搬費

6.5％委託料(指定管理含む)△13.9％負担金・補助金△25.2％原材料(道路維持費)△32.3％使用料・貸借料

13.4％扶助費(福祉・教育)△15.5％繰出金(特別会計)△11.7％償還金等(債務償還等)

参考：平成１６年度当初予算と平成２０年度当初予算の比較（一般会計のうち、代表的な経常的経費の削減率を例示）

効　果　額
(一般会計:千円)

実 施 の 内 容H19H１８H1７取 組 項 目目 的 と 方 策

調査・検討中△△境施策評価の実施
行財政資源の有効活用と経営管理の確
立を図るため、施策評価の導入

Ｈ２１検討項目峡政策評価の検討
適切な政策選択と効果・成果主義への
転換を図るため、政策評価の検討

調査・検討中△△強契約事務などの見
　直し

契約事務の効率化を図るため、担当部
署等の見直し

移行・再編率5/29団体 = 17%
H17：3件、H18：1件、H19：1件

●●●彊団体事務局などの
　見直し

各種団体の自主自立等による活性化を促
すため、事務局事務等の見直し

H1７：△　5,656
基本補助率縮減
H16：50% → H17：40% = △10%

●●●怯補助制度の見直し
補助金等の適正化と団体の自主運営を
図るため、補助基準等の見直し

人員・体制について再検討△恐研修指導者養成の
　強化

職員の人材育成と資質向上を図るため、
職場内研修指導者等の育成

調査・検討中△恭人事管理の検討
職員の人材育成と資質向上を図るため、
人事評価制度等の検討

H19：＋49,144
大規模業務(ごみ,道路,学校,保育所,寿光
園)全面委託率　2/5=40%

●●●
挟定型業務などの委
　託化検討

行政事務の効率的・効果的な行政運営
を図るため、民間能力の活用推進

施設建築時に総合的に検討△教PFI制度の検討
施設のコスト縮減と財政の効率化を図る
ため、民間資金活用施設の検討

H1７：△20,000
H18：△44,000
H1９：△2８,000

職員全体削減率　H16：349人→H19：
319人=△8.6%(△30人、一般会計は△２３人)
(参考～最大H8：407人⇒H19：319人=
△21.6%(△88人))

●●●橋定員適正化計画の
策定、推進

業務の効率化と職員数の適正化を推進
するため、業務と体制等の見直し

調査・検討中△況勧奨退職制度の見
　直し

職員の登用や雇用機会を創出するため、
希望退職者の勧奨制度の見直し

H1７：△　2,301
H18：△　2,042
H1９：△　6,648

給与削減：H17△7%、H18△10%、H19
△14%、期末勤勉手当役職加算停止：
H18△15%（効果額矯に計上）

●●●狂特別職給与の見直し
給与の適正化を図るため、給料・手当
の見直し

H1７：△  5,490
H18：△10,771
H1９：△  9,488

委員半日報酬：H17、議員期末勤勉手当
役職加算停止：H17△15％、議員報酬削
減：H18△10%、H19△10%

●●●狭委員等報酬の見直し
報酬の適正化を図るため、報酬額の見
直し

H1７：△  75,736
H18：△205,532
H1９：△213,197

給与削減：H17昇給延伸約△2%、H18平
均△7.8%、H19平均△7.6%、
期末勤勉手当役職加算停止：H17△15～
△5%、管理職手当削減：H17～H19同率
削減△20～△16.7%、寒冷地手当削減：
H17～H19削減合計△61.7%、定年退職
２号俸昇給廃止：H18、特殊勤務手当支
給停止：Ｈ１９

●●●矯職員給与制度の見
　直し

給与の適正化を図るため、給料・手当
の見直し

H17：△  ３,483
消耗品、燃料等の大口購入等：Ｈ１７△
1.8％

●●●胸物品調達方法の見
　直し

行政経費の縮減を推進するため、購入
等の調達の合理化

使用料・手数料設定基準の策定、推進●●脅受益者負担の見直し
受益者負担の適正化を図るため、使用
料等の制度の見直し

H1７：△12,776
H18：△  6,761

議員・委員の市内日当廃止：Ｈ１７△５４％、
旅費改正：Ｈ１８△１８％

●●●興旅費、費用弁償の
　見直し

旅費等の適正化を推進するため、実態
に応じた費用等の見直し

簡易事業の直営設計●●●蕎公共工事コストの
　縮減　

公共工事のコスト縮減を図るため、経
済的な設計や簡易設計の直営化

収納率Ｈ１６：93.6％→Ｈ１９：94.3％＝＋
0.7％

●●●郷市税等収納率向上
市税等の収入と公平性を確保するため、
収納の体制や方法の見直し

広告掲載規定の策定●鏡広報誌等への広告
　掲載検討

新たな自主財源の確保を図るため、公
共物等の広告掲載を検討

H1７：＋  2,724
H18：＋  6,889
H1９：＋16,111

未利用財産利活用方針の策定、推進Ｈ
１７：2件、Ｈ１８：4件、Ｈ１９：5件

●●●響遊休資産の処分等
資産の管理費低減と財源確保を図るた
め、遊休地等の有効活用と売却

財政健全化計画の策定、推進●饗財政健全化計画の
　策定

歳入見合いの歳出予算を確立するため、
財政健全化計画の策定
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１年間、小中学校で英語を指導します

年の８月から外国語指導助手と

して勤めたケレス・テレサさん

が１年間の契約期間を終え退任し、後

任にアメリカのハワイ州からカァー

リー・ローソンさんが小中学校で英語

の指導を行います。８月２２日、図書館

で行われた着任式でカァーリー・ロー

ソンさんは、「アメリカと富良野の文化

の違いをみんなに教えてあげたい」と

抱負を語っていました。

昨

寒さを感じさせない熱気ある踊りを披露

月２０日、山部小学校グラウンド

で「第３３回山部盆踊り大会」が

行われました。当日は、９団体と個人

合わせて150名以上もの人が参加し、

チャイナドレスを着た「中国美女団」

や、まりもっこりならず「ふらのもっ

こり隊」、「キン肉マン」など工夫を凝

らした仮装をし、観客を楽しませてい

ました。団体の部の優勝は、「おじゃ

るず＆ベルサイユでおほほ」でした。

８
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と
な
る
「
北
海
へ
そ

４０

祭
り
」
が
７
月
　
日
・
　
日
、
相

２８

２９

生
通
り
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
２
日
間
で
訪
れ
た
観
光
客
は

７
万
７
千
人
。
へ
そ
踊
り
に
は
、

　
団
体
、
３
千
４
百
人
も
の
人
が

６３踊
り
手
と
し
て
参
加
し
、
絆
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
節
目
の
第
　
回
目
と

４０

い
う
こ
と
も
あ
り
、
踊
り
に
ワ
ン

ウ
ェ
イ
を
導
入
し
た
り
、
過
去
の

お
祭
り
の
写
真
や
グ
ッ
ズ
を
展

示
す
る
「
へ
そ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
」
な
ど
新
た
な
企
画
で
お
祭
り

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

親
と
子
、
市
民
同
士
、
市
民
と
観
光
客
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占冠村
「２００８ツールド・北海道」開催！

　国際大会として発展し、名実とも
に日本を代表するサイクルロード
レース「ツールド・北海道」が占冠
村で開催されます。（第５ステージ）
　この機会にプロのアスリートの走
りを観戦してはいかがでしょうか？
　ぜひ、村にお越しください！

と　き　９月１４日蚊
ところ　(９：３０)
　　　　トマムアルファ・リゾート
　　　　(１０：００)　占冠市街
架経済課　拶５６‐２１７４

中富良野町
秋の町営ラベンダー園は花満開

　まちのシンボル、北星山町営ラ
ベンダー園の花畑には、サルビア
やひまわりなどが競い合って咲き
誇っています。
　秋の陽を浴びた赤や黄など色と
りどりの花が鮮やかなコントラス
トを描く、スケールの大きな花園
へぜひお立ち寄りください。

架産業建設課　拶４４‐２１２３　

南富良野町
南富良野特産くまささ茶

　ふらの山麓に育まれた熊笹から
エキスを抽出した緑の清涼飲料水
「くまささ茶」。
　現代人に不足がちな葉緑素や多
糖体を多く含み、スポーツやレ
ジャーのお供に、またカクテルに
も最適です。缶入りのほか５００ml
ペットボトルもあり、道の駅や町
内各商店で販売していますので、
ぜひ、ご賞味ください。

架農産物処理加工センター
　拶５２－3012

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

「森の時計」

自然の素材を使って時

計を作りました。 

木の切り株を文字盤の

数字にしたり、花びら

をたくさん散りばめる

と可愛い時計になりま

した。

上富良野町
第３７回十勝岳温泉郷
紅葉キャンペーン

　各施設利用の方へ様々なプレゼ
ントがあります。また、スタンプ
ラリーも実施します。
と　き　9月２７日臥・２８日蚊
キャンペーン開設施設
虚凌雲閣許白銀荘距カミホロ荘鋸フ
ラヌイ温泉漁バーデンかみふらの禦
富良野ホップストーアスホテル
※28日限り、駅前～十勝岳温泉郷
　間を町営バスを無料運行します。
架産業振興課　拶４５‐６９８３

木村　明日香さん
　　　　　（小学２年生）

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問い合わせ先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

芸品やアクセサリー、陶芸など

分野を問わずに自ら作り出し

た作品の展示や販売、体験などが出来

る「ふらのクリエーターズマーケッ

ト」が８月９・１０日、生涯学習センター

で開催され、両日で約５０００人が訪れま

した。会場には７５のブースが出展され、

来場者は作品を作った本人に、作品の

特徴などを直接尋ねたりするなど、ふ

れあいを楽しんでいました。

５０００人が来場。ふらのクリエーターズマーケット

工

どもたちに楽しんでもらおうと

瑞穂町連合会が主催する「七夕

のお楽しみ会」が８月７日、瑞穂コ

ミュニティセンター駐車場で行われ、

地域の子どもなど約８０人が参加しま

した。会場には「やさしくなれますよ

うに」「身長が伸びますように」など、

子どもたち一人ひとりの願いがこめ

られた短冊が飾られたほか、焼肉パー

ティーやスイカ割り、花火大会が行わ

れ、楽しい一時を過ごしていました。

瑞穂町連合会で「七夕お楽しみ会」

子
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ごみＱ＆Ａ

分別に迷ったら、市民環境課(緯３９‐２３０８)へ

寄付  ありがとうございます
富良野市へ

　戸毛　健二（下御料）
　　金　１００万円 

敬称略

スプレー缶は、穴を開けて出した方がいいのですか？Ｑ
スプレー缶に専用の器具などで穴を開けることができる方
は、穴あけにご協力お願いします。穴を開けるときは、怪

我などしないように十分注意してください。穴あけができない
方は、そのまま出していただいて構いません。必ず、中身を使
い切ってから出すようにお願いします。今後とも分別にご協力
をよろしくお願いします。

Ａ

金属など透明袋に入れて出すものは、透明に近いスーパーの袋
などを使用しても良いのですか？Ｑ
透明に近くても半透明の袋やスーパーの袋は、中身の確認
が十分にできないので収集時の点検作業の妨げになります。

決して使用しないでください。必ず、無色透明の袋を使用して
ください。

Ａ

 譲
り
ま
す
 

捌
あ
ん
ま
機
捌
ハ
イ
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド

（
下
に
机
付
）
捌
石
油
ス
ト
ー
ブ
（
煙
突

タ
イ
プ
）
捌
大
人
用
三
輪
車
捌
ス
テ
レ

オ
コ
ン
ポ

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
石
油
ス
ト
ー
ブ
（
煙
突
タ
イ
プ
）
捌

木
製
２
段
ベ
ッ
ド
捌
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
捌

男
子
学
生
服
（
１
６
０
唖
〜
１
７
０
唖
）

捌
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
用
ク
ラ
ブ
捌
回
転
台

付
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
捌
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

消費者相談 Ｑ＆Ａ

Ｑ

A

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

　振り込め詐欺にご注意を！（60代　男性）

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

テレビ・新聞などで連日、振り込め詐欺事件が報
道されていますが、富良野においても振り込め詐

欺事件が発生しているのですか。

「まさか、自分がだまされるわけはない！」と思っ
ても、詐欺師の巧妙な語り口につられてつい振り

込んでしまう例が多く、富良野においても、振り込め詐
欺事件が発生しています。
　振り込め詐欺事件には次の４パターンがあります。
虚オレオレ詐欺事件　電話を利用して親族・弁護士・警
察官などを名乗ってだまし取る詐欺事件。
許架空請求事件　郵便・インターネットなどを利用して
不特定多数の者に、架空の料金を請求してだまし取る詐
欺事件。
距融資保証詐欺事件　実際には融資をしないにも関ら
ず、融資する旨の文書などを送付してだまし取る詐欺事
件。
鋸還付金等詐欺事件　税務署・社会保険事務所などを装
い、税金・年金などの還付金があると言ってだまし取る
詐欺事件。
　富良野においても、この還付金詐欺が発生しています。
振り込め詐欺の被害にあった方は、まず金融機関で振り
込んだ預金口座の利用停止を求めて、その後警察に被害
届けを出してください。振り込め詐欺らしい電話や文書
がきて、迷った時は、消費生活センターへ。
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

「抱っこが大好きな甘えん
坊さんです。」

白倉　 柚奈 さん　　　　　　
ゆずな

（１歳（１歳））末広町

心
臓
と
同
じ
高
さ
で
測
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
心
臓
よ
り
低
い
位
置

で
測
る
と
、
血
圧
が
低
め
に
出
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

最
も
心
臓
の
位
置
で
測
り
や
す

い
の
は
上
腕
で
測
る
タ
イ
プ
で
す
。

日
本
高
血
圧
学
会
で
も
上
腕
で
測

る
タ
イ
プ
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
血
圧
を
測
っ
て
、
そ
の

値
を
記
録
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
庭
で
血
圧
を
1
日
２
回
測
定
し

ま
し
ょ
う

　

測
定
す
る
際
は
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
朝
→
起
床
後
1
時
間
以
内
で
、　

　

ト
イ
レ
に
行
っ
た
後
、
朝
食
前
、

　

薬
を
飲
む
前
に
測
る

・
夜
→
寝
る
直
前
に
測
り
、
入
浴

　

や
飲
酒
の
直
後
は
避
け
る

何
よ
り
も
予
防
が
大
切

　

高
血
圧
を
改
善
す
る
に
は
、
何

よ
り
も
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と

が
大
切
で
す
。
塩
分
を
控
え
、
十

分
な
睡
眠
、
適
度
な
運
動
、
禁
煙
、

肥
満
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※
高
血
圧
の
血
圧
値

　

収
縮
期
血
圧
１
４
０
以
上
ま
た

は
、
拡
張
期
血
圧　

以
上
に
な
る

９０

と
高
血
圧
に
な
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
至
適
血
圧
は
、
収

縮
期
血
圧
が
１
２
０
以
下
か
つ
拡

張
期
血
圧
が　

以
下
と
言
わ
れ
て

８０

い
ま
す
。

お元気ですか　保健師　です ●仮面高血圧が危ない！

仮
面
高
血
圧
っ
て
？

　

昼
間
測
る
病
院
で
の
外
来
血
圧

は
正
常
で
、
朝
や
夜
に
自
分
で
測

る
と
高
血
圧
に
な
る
タ
イ
プ
の
血

圧
を
仮
面
高
血
圧
と
言
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仮
面
高
血
圧
の
中
に
は
、

夜
間
や
早
朝
の
血
圧
が
正
常
な
の

に
仕
事
、
育
児
を
し
て
い
る
時
に

ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
が
原
因
で
血
圧

が
上
が
る
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。

仮
面
高
血
圧
に
気
を
つ
け
た
い
人

　

特
に
注
意
が
必
要
な
の
は
、
糖

尿
病
、
高
脂
血
症
、
肥
満
な
ど
の

あ
る
人
や
、
喫
煙
者
で
す
。
こ
う

し
た
人
は
仮
面
高
血
圧
が
あ
る
と

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
の
命
に

か
か
わ
る
病
気
を
よ
り
発
症
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
過
去
に

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
、
心
肥
大
、

狭
心
症
、
腎
障
害
な
ど
を
起
こ
し

た
こ
と
の
あ
る
人
も
要
注
意
で
す
。

ど
の
タ
イ
プ
の
仮
面
高
血
圧
も
外

来
血
圧
を
見
る
だ
け
で
は
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

家
庭
血
圧
を
測
定
し
ま
し
ょ
う

　

特
に
仮
面
高
血
圧
に
気
を
つ
け

る
必
要
の
あ
る
人
は
、
家
庭
血
圧

を
測
定
し
て
、
高
血
圧
が
潜
ん
で

い
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

家
庭
用
血
圧
計
は
ど
ん
な
タ
イ
プ

が
い
い
の
？

　

血
圧
を
よ
り
正
確
に
測
る
に
は
、

「みんな同級生です。ままごと遊び
をしています。」

  　　
菅原　 虎太朗 さん（３歳）（３歳）弥生町

こたろう

熊川　 大翔 さん（２歳）（２歳）北斗町
ひろと

秋本　 姫奈 さん（２歳）（２歳）東町
きな

左から
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このページは広告料収入で作成しています

く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
？
応
急
手
当
、

使
い
ま
し
ょ
う
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）

　
救
急
の
日
は
広
く
み
な
さ
ん
に

救
急
業
務
及
び
救
急
医
療
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
」
に

ち
な
ん
で
９
月
９
日
と
定
め
ら
れ

ま
し
た
。　
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る

か
予
測
で
き
な
い
突
然
の
け
が
や

病
気
に
な
っ
た
時
、
病
院
に
行
く

ま
で
や
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

に
家
庭
や
職
場
で
で
き
る
手
当
て

を
「
応
急
手
当
」
と
い
い
ま
す
。

　
脳
や
心
臓
の
病
気
、
大
量
出
血

や
重
い
や
け
ど
・
骨
折
な
ど
で
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
応
急
手

当
が
さ
れ
な
け
れ
ば
、
助
か
る
命

を
救
え
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
消
防
署
で
は
希
望
に
応
じ
て
各

事
業
所
・
町
内
会
・
学
校
・
ス
ポ
ー

ツ
団
体
や
各
種
サ
ー
ク
ル
な
ど
を

対
象
に
し
た
応
急
手
当
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

架
消
防
本
部
消
防
課

　
　
　
　
　
拶
２
３
‐
５
１
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

D
T
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

混
合
）
予
防
接
種

対
象
者
　
　
歳
以
上
　
歳
未
満
　

１１

１３

　
　
　
　
（
主
に
小
学
６
年
生
）

虚
と
　
き
　
９
月
　
日
画

１２

　
　
午
後
３
時
　
分
～
４
時
　
分

３０

３０

　
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

許
と
　
き
　
９
月
　
日
牙

１８

　
　
　
　
午
後
４
時
～
４
時
　
分
３０

　
と
こ
ろ
　
山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

距
と
　
き
　
９
月
　
日
画

２６

　
　
午
後
３
時
　
分
～
４
時
　
分

３０

３０

　
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

架
保
健
医
療
課

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
２
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

心
身
障
が
い
者
の
巡
回
相
談

と
　
き
　
　
月
　
日
俄
午
後
１
時

１０

２７

～
　
日
牙
正
午

３０
と
こ
ろ
　
旭
川
市
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
お
ぴ
っ
た
」（
宮
前
通
東

４
１
５
５
番
地
　
）
３０

内
　
容
　
知
的
障
が
い
の
方
の
療

育
手
帳
の
交
付
の
可
否
及
び
障
が

広告①広告②

食育のすすめ方～６つの
視点・１８のプラン
　　　　　　農文協／編

味覚体験活動、料理教室、

電子レンジ茶などのアイ

デアから、地域の自然と

人を生かした深め方まで、

実践にもとづく「食育」

１８の授業プランを紹介。

生徒の体験レポも多数掲

載。

架図書館　拶２２‐３００５

９月の休館日　１日俄、８日俄、１５日俄、１６日峨
　　　　　　　２２日俄～２７日臥、２９日俄

２階展示ホール　
　９月９日峨～20日臥「パステル弥生会作品展」
多目的ホール　
　９月１３日臥午前１０時３０分　「おはなし会」
１階おはなしコーナー
　毎週水曜日・午後3時「どんぐりおはなし会」
○今月は「シルバー読書月間」として、新刊、既刊の
　大活字本を一挙展示、貸出します。大きくて、読み
　やすい本はいかがですか。

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本

●児童書（新着）
ジリアン・シールズマーメード・ガールズ２－４
あまん　きみここぶたのぶうぶそらをとぶ

●一般書（新着）
畠中　恵いっちばん
宮部　みゆきおそろし
椎名　誠なまこのからえばり

い
程
度
の
判
定
。
そ
の
他
専
門
的

相
談
な
ど
。

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
９
月
　
日
峨
ま
で
に
福

３０

祉
課
福
祉
総
務
係
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

※
今
後
も
不
定
期
に
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
随
時
、
広
報
な
ど
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

架
福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
住
宅
・
土
地
統
計
調

２０

査
が
　
月
１
日
現
在
で
実
施

１０

　
　
月
1
日
、
住
宅
・
土
地
統
計

10
調
査
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
住
宅
・
土
地
に
関
す

る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
、
国
や

都
道
府
県
、
市
町
村
が
住
生
活
基

本
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
施
策
な
ど

※２４日我～２７日臥は年に１度の蔵書点検のため休館させ
ていただきます。
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を
立
案
す
る
た
め
の
大
切
な
資
料

と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
知

事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
9
月
下

旬
に
調
査
票
を
持
っ
て
伺
い
ま
す

の
で
、
調
査
票
へ
の
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

架
総
務
課
（
統
計
担
当
）

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

法
人
道
民
税
・
事
業
税
の
申

告
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
今
ま
で
上
川
支
庁
に
持
参
、
郵

送
し
て
い
た
法
人
道
民
税
・
事
業

税
申
告
が
、
自
宅
や
会
社
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

告
で
き
ま
す
。

　
利
用
の
開
始
、
詳
し
い
内
容
は
、

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
（
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t

tp
:/
/
w
w
w
.e
lta
x
.jp
/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

架
上
川
支
庁
地
域
振
興
部
課
税
課

拶
０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
９
２
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

入
校
前
適
正
相
談

　
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
は
、
平
成
　
年
度
の
入
校
希

２１

望
者
に
障
が
い
の
程
度
や
能
力
に

応
じ
た
訓
練
科
目
が
選
択
で
き
る

よ
う
、
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
　
き
　
平
成
　
年
３
月
　
日
蚊

２１

１５

ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
冬

期
休
日
　
月
　
日
～
平
成
　
年
１

１２

２７

２１

月
　
日
を
除
く
）
午
前
は
９
時
　

１２

３０

分
、
午
後
は
１
時
　
分
（
各
１
名

３０

ず
つ
）

訓
練
科
目
　
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
機

械
科
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
科
、
総
合

実
務
科

持
参
す
る
書
類
　
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
な
ど
障
が
い
を
確
認
で

き
る
書
類
。

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

相
談
申
込
先
／
場
所
　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

〒
０
７
３
‐
０
１
１
５
　
砂
川
市

焼
山
　
番
地

６０

志
０
１
２
５
‐
５
２
‐
２
７
７
４

思
０
１
２
５
‐
５
２
‐
９
１
７
７

電
子
メ
ー
ル
　k

o
n
y
a
.y
u
ta
k
a
@

p
re
f.h
o
k
k
a
id
o
.lg
.jp

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

交
通
事
故
の
援
護
制
度

　
交
通
事
故
被
害
世
帯
の
み
な
さ

ん
に
次
の
よ
う
な
援
護
制
度
が
あ

り
ま
す
。

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
（
無

利
子
）

対
　
象
　
自
動
車
事
故
に
よ
り
、

保
護
者
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、

重
い
後
遺
障
が
い
を
残
す
こ
と
と

な
っ
た
ご
家
族
で
０
歳
～
中
学
卒

業
ま
で
の
方
。

重
度
後
遺
障
が
い
者
介
護
料
支
給

対
　
象
　
自
動
車
事
故
に
よ
り
、

脳
、
脊
髄
、
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器

に
損
傷
を
受
け
、
常
時
ま
た
は
随

広告③広告④

時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方
で
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

架
独
立
行
政
法
人
　
自
動
車
事
故

対
策
機
構
　
旭
川
支
所

拶
０
１
６
６
‐
４
０
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑

留
者
、
引
揚
者
の
方
へ

　
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留

者
、
引
揚
者
の
ご
本
人
に
、「
特
別

慰
労
品
」
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
引
揚
者
は
、
終
戦
の
日
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
外
地
で
生
活
し

て
い
て
戦
後
引
き
揚
げ
て
き
た
家

族
全
員
が
対
象
で
す
。

　
請
求
書
な
ど
は
、
福
祉
課
の
窓

口
に
あ
り
ま
す
。（
ご
遺
族
の
方
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

請
求
期
限
　
平
成
　
年
３
月
　
日

２１

３１

架
独
立
行
政
法
人
　
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金

拶
０
１
２
０
‐
２
３
４
‐
９
３
３

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

博
物
館
講
演
会
「
 崕

山

 
の

き
り
ぎ
し
や
ま

自
然
保
護
　
年
の
あ
ゆ
み
」

１０

　
希
少
植
物
の
大
量
盗
掘
や
登
山

者
の
急
増
に
よ
る
環
境
悪
化
な
ど

の
た
め
、
全
国
初
の
全
山
入
山
禁

止
に
踏
み
切
っ
た
崕
山
（
芦
別
市

内
）
の
保
護
活
動
が
今
年
で
節
目

の
　
年
を
迎
え
ま
す
。
保
護
に

10
至
っ
た
経
緯
や
こ
れ
ま
で
の
経
過

を
振
り
返
り
、
人
と
自
然
と
の
関

わ
り
方
や
生
物
多
様
性
保
全
の
あ

り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

と
　
き
　
９
月
　
日
臥

１３

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ
　

　
　
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

講
　
師
　

・
芦
別
市
星
の
降
る
里
百
年
記
念

館
学
芸
員
　
長
谷
山
隆
博
さ
ん

・
川
口
短
期
大
学
　
小
島
望
さ
ん

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
定
員
　
名
に
な
り
次
第
締

５０

め
切
り
ま
す
。

架
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
拶
４
２
‐
２
４
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

医
療
講
演
会

講
　
演
　
「
腰
と
膝
～
ど
う
し
て

痛

い
の
？
ど

う

し

た
ら

い

い

の
？
」

講
　
師
　
富
良
野
協
会
病
院
整
形

外
科
部
長
　
矢
倉
幸
久
先
生

と
　
き
　
９
月
　
日
臥
午
後
２
時

２０

～
３
時
　
分
（
受
付
午
後
１
時
　
分
）

３０

３０

と
こ
ろ
　

　
富
良
野
協
会
病
院
３
階
会
議
室

参
加
料
　
無
料

※
当
日
の
参
加
も
で
き
ま
す

申
込
み
／
問
合
せ
　
院
内
相
談
セ

ン
タ
ー
　
保
健
師
・
栄
養
士
　
　

　
　
　
　
　
拶
２
３
‐
２
１
８
１

　
（
内
線
２
１
２
０
・
２
１
２
３
）
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このページは広告料収入で作成しています

入
居
資
格

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

家
　
賃
　
入
居
す
る
方
の
収
入
に

よ
り
決
ま
り
ま
す
。

申
込
み
　
都
市
建
築
課
に
あ
る
申

込
書
に
記
入
し
、
必
要
な
書
類
（
収

入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

架
都
市
建
築
課
　

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

「
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
」
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　
日
常
生
活
に
お
い
て
出
る
不
用

品
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
の
販
売

が
一
番
手
間
の
か
か
ら
な
い
有
効

的
な
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。
資
源
の

有
効
活
用
の
た
め
に
も
、
こ
の
機

会
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
出
店

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　
９
月
　
日
蚊

２８

　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
２
時

１０

と
こ
ろ
　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
山
部
西
　
線
　
番
地
）

２０

２１

出
店
料
　
１
ブ
ー
ス
５
０
０
円

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

架
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
拶
４
２
‐
２
１
０
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

博
物
館
・
美
術
館
め
ぐ
り

「
よ
み
が
え
る
黄
金
文
明
展
」

　
ト
ロ
イ
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代

に
栄
華
を
誇
っ
た
黄
金
文
明
ト
ラ

キ
ア
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
眠
っ
て
い

た
古
代
ト
ラ
キ
ア
の
秘
宝
の
数
々

を
観
覧
し
ま
す
。
ま
た
北
海
道
大

学
附
属
第
２
農
場
の
モ
デ
ル
バ
ー

ン
も
見
学
し
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
１
日
我

１０

　
　
　
　
午
前
８
時
～
午
後
６
時

と
こ
ろ
　
札
幌
市

参
加
料
　
４
０
０
０
円
（
昼
食
、

観
覧
料
、
バ
ス
代
込
み
）

申
込
み
　
９
月
　
日
臥
ま
で
に
電

２０

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員

　
名
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

４３架
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
拶
４
２
‐
２
４
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

自
衛
官
採
用
試
験

虚
看
護
学
生

受
験
資
格
　

　
高
卒
（
見
込
み
含
）
～
　
歳
未
満

２４

受
　
付
　
９
月
８
日
俄
～
　
日
峨

３０

試
験
日
　
　
１
次
　
　
月
　
日
臥

１０

２５

許
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

受
験
資
格
　

　
高
卒
（
見
込
み
含
）
～
　
歳
未
満

２１

受
　
付
　
９
月
８
日
俄
～
　
日
峨

３０

試
験
日
　
　
１
次
　
　
月
１
日
臥

１１

距
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

受
験
資
格
　

　
高
卒
（
見
込
み
含
）
～
　
歳
未
満

２１

受
　
付
　
９
月
８
日
俄
～
　
日
峨

３０

試
験
日
　
　
１
次
　
　
月
　
日
臥

１１

１５

架
上
富
良
野
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
拶
４
５
‐
３
４
１
２

　
総
務
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
０

広告⑤広告⑥

入
場
料
　
Ａ
指
定
席
３
０
０
０
円

　
　
　
　
Ｂ
指
定
席
２
５
０
０
円

前
売
券
販
売
所
　
文
化
会
館
　
　

架
文
化
会
館
　

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

障
が
い
者
就
職
面
接
会
「
障

が
い
者
雇
用
促
進
フ
ェ
ア
」

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安

定
所
）
で
は
、
障
が
い
者
雇
用
促

進
の
た
め
、
障
が
い
者
の
方
々
と

企
業
の
方
々
と
の
情
報
交
換
と
面

接
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

と
　
き
　
９
月
　
日
牙

２５

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
４
時

３０

と
こ
ろ
　
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
旭

川
２
階
ザ
・
ウ
エ
ス
ト
ル
ー
ム
（
旭

川
市
７
条
通
６
丁
目
）

申
込
み
　
９
月
　
日
牙
ま
で

１１

架
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
旭
川

拶
０
１
６
６
‐
５
１
‐
０
１
７
６

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

高
齢
者
等
向
け
住
宅
（
単
身
入
居

可
能
住
宅
） 
１
戸

緑
町
（
緑
町
３
番
）　
浴
室
有

（
平
成
７
年
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

一
般
世
帯
向
け
住
宅
　
１
戸

瑞
穂
町
（
瑞
穂
町
７
番
）
浴
室
有

（
昭
和
　
年
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

６２

受
付
期
間
　

　
　
　
　
９
月
８
日
俄
～
　
日
画

１９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
地
方
交
通
安
全
協

会
創
立
　
周
年
記
念
講
演

５０

と
　
き
　
９
月
　
日
画

２６

　
　
午
後
２
時
　
分
～
４
時
　
分

４５

１５

と
こ
ろ
　

富
良
野
文
化
会
館
２
階
大
会
議
室

演
　
題
　

「
安
全
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
す
ご

す
た
め
」

講
　
師
　
月
居
吉
彦
氏
（
禍
シ
グ

ナ
ル
代
表
取
締
役
）

参
加
料
　
無
料

架
苛
富
良
野
地
方
交
通
安
全
協
会

拶
２
２
‐
０
１
１
０
（
内
線
４
５
６
）

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

防
犯
教
室
の
開
催

と
　
き
　
９
月
　
日
俄

２２

　
　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

と
こ
ろ
　
南
富
良
野
町
役
場

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
定
員
　
名
に
な
り
次
第
締

５０

め
切
り
ま
す
。

架
富
良
野
警
察
署

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

公
演
「
６
週
間
の
ダ
ン
ス

レ
ッ
ス
ン
」

出
演
　
草
笛
光
子
、
今
村
ね
ず
み

と
　
き
　
９
月
　
日
蚊

２１

　
　
　
　
開
場
　
午
後
６
時

　
　
　
　
開
演
　
午
後
６
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

７
月
　
日
の
大
雨
に
伴
う

２８

義
援
金
の
募
集

　
７
月
　
日
に
発
生
し
た
大
雨
に

２８

伴
い
次
の
義
援
金
を
募
集
し
ま
す
。

富
山
県
７
月
大
雨
災
害
義
援
金

募
集
期
間
　
９
月
　
日
峨
ま
で

３０

受
付
方
法

虚
郵
便
振
替
（
郵
便
局
窓
口
で
の

取
り
扱
い
は
振
込
手
数
料
免
除
）

口
座
番
号
　

0
0
7
7
0
‐
2
‐
2
5
7
2
8

口
座
名
義
　

　
　
日
本
赤
十
字
社
富
山
県
支
部

※
通
信
欄
に
「
富
山
大
雨
」
と
明

記
す
る
こ
と
。
受
領
証
発
行
希
望

の
方
は
そ
の
旨
通
信
欄
に
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

許
日
本
赤
十
字
社
富
良
野
市
地
区

の
窓
口
（
福
祉
課
内
）

金
沢
豪
雨
災
害
義
援
金

募
集
期
間
　

　
　
平
成
　
年
１
月
　
日
画
ま
で

２１

３０

受
付
方
法

虚
郵
便
振
替
（
郵
便
局
窓
口
で
の

取
り
扱
い
は
振
込
手
数
料
免
除
）

口
座
番
号
　

0
0
7
1
0
‐
7
‐
1
4
0
0
0

口
座
名
義
　

　
　
日
本
赤
十
字
社
石
川
県
支
部

※
通
信
欄
に
「
金
沢
豪
雨
災
害
義

援
金
」
と
明
記
す
る
こ
と
。
受
領

証
発
行
希
望
の
方
は
そ
の
旨
通
信

欄
に
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

許
日
本
赤
十
字
社
富
良
野
市
地
区

の
窓
口
（
福
祉
課
内
）

架
福
祉
課
　
拶
３
９
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

中
小
企
業
大
学
校
研
修

虚
明
日
か
ら
使
え
る
提
案
営
業

　
　
　
　
　
月
６
日
俄
～
８
日
我

１０

　
　
　
　
　
　
　
２
９
４
０
０
円

許
や
さ
し
い
品
質
管
理
入
門
講
座

　
　
　
　
　
月
９
日
牙
・
　
日
画

１０

１０

　
　
　
　
　
　
　
２
１
０
０
０
円

距
新
任
管
理
者
養
成
講
座

　
　
　
　
　
月
　
日
峨
～
　
日
牙

１０

２１

２３

　
　
　
　
　
　
　
３
１
５
０
０
円

鋸
失
敗
か
ら
学
ぶ
経
営
学

　
　
　
　
　
月
　
日
俄
・
　
日
峨

１０

２７

２８

　
　
　
　
　
　
　
２
３
１
０
０
円

漁
決
算
書
の
読
み
方
、
使
い
方

　
　
　
　
　
月
　
日
我
～
　
日
画

１０

２９

３１

　
　
　
　
　
　
　
２
９
４
０
０
円

架
中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校

　
旭
川
市
緑
が
丘
東
３
条
２
丁
目

２
番
１
号

拶
０
１
６
６
‐
６
５
‐
１
２
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

演
劇
祭
に
出
演
し
ま
せ
ん
か

　
　
月
に
演
劇
工
場
で
行
わ
れ
る

１０
第
６
回
ふ
ら
の
演
劇
祭
に
出
演
し

て
い
た
だ
け
る
市
民
の
方
を
募
集

し
ま
す
。
９
月
か
ら
文
化
会
館
な

ど
で
練
習
を
行
い
ま
す
。
演
劇
経

験
の
な
い
方
も
気
軽
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

上
　
演
　
　
月
　
日
俄

１０

１３

定
　
員
　
　
名
１５

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
９
月
　
日
我
ま
で

１０

架
ふ
ら
の
演
劇
工
場

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
０
３
３
３

年年金金だだよよりり
国民年金保険料の納付について

　国民年金保険料は、２年以内に納付しなければ時
効となります。
　ただし、免除・学生納付特例の承認を受けている
期間については、１０年間さかのぼって追納すること
ができます。
　いずれの場合も、そのままにしておくと将来受け
取る年金額が減額されますので、余裕ができたら保
険料を納めることをお勧めします。
　すでに納付の期間を過ぎてしまった場合は、６０歳
から６５歳までの間、任意加入し、年金額を増額する
こともできます。詳しくは、問い合わせください。

国民年金保険料の「半額免除」を受けている方へ

　国民年金保険料の「半額免除」を認められると、
保険料の半額７,２１０円（平成２０年度）を納め、残りの
半額分の納付が免除されます。
　半額免除を認められた期間は、老齢基礎年金の受
給資格を得るための期間として数えられ、老後の年
金額を計算する際に、全額保険料（１４,４１０円（平成
２０年度））を納付した期間と比べて３分の２の年金額
として反映されます。
　ただし、半額免除を認められていても半額の保険
料を納めないままでいると、その期間は「未納期間」
として扱われ、老齢基礎年金の受給資格を得る期間
としても数えられず、老後の年金額にも反映されま
せんので、必ず保険料月額７,２１０円（平成２０年度）を
納めましょう。また４分の１、４分の３免除を受け
ている方についても同様ですので、免除に応じた保
険料を納めましょう。

保険料の支払いはお忘れなく

　　　刷問 市民環境課　拶３９‐２３０１

広告⑦広告⑧

   国民年金・老齢基礎年金
　　　　　　　　　　の裁定請求手続き
　昭和１８年９月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の
前日以降に手続きをしてください。　厚生年金の
受給者は、誕生月に送られてくるはがきが、基礎
年金の手続きになります。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所②番窓口にお越しください。
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■町内の子ども仮装盆踊りに行ってきました。娘に
シンデレラのドレスを着せ、１歳の息子にはパンダ
の帽子を被せました。手作りではなく既製品ですが。
でも周りを見ると手作りのカブトムシ、フラガール、
ちょうちょう、キツネなどなど、「来年こそは何か
作るぞ！」と来年も言っている気がします。（み）

■オリンピックに高校野球など８月はスポーツ一
色で盛り上がりました。スポーツ観戦が好きなので
テレビの前では一つのプレーに一喜一憂。メダルが
取れても取れなくても、一生懸命に競技に打ち込ん
でいる姿にとても感動しました。これからはスポー
ツの季節。やるほうにも力を入れたいです。（と）

編集
後記

連
枷
を
握
る
豆
の
手
秋
深
む

相
澤
か
を
り

卒
寿
に
て
一
誌
仕
上
が
る
雲
の
峰

熊
崎　

健
治

曼
珠
沙
華
母
の
紅
さ
す
日
の
記
憶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
嶋
美
惠
子

秀
峰
の
裾
野
ゆ
た
か
に
麦
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
代　

満
恵

足
下
に
た
た
み
置
き
し
て
夏
布
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田　

綾
子

風
鈴
や
夫
来
る
如
風
が
吹
く

山
田
ク
ニ
子

咲
き
初
め
し
あ
じ
さ
い
の
彩
う
す
く
し
て

壺
に
一
と
枝
ひ
そ
や
か
に
澄
む　
　
　
　

町
屋　

和
子

萎
え
し
足
夫
の
肩
借
り
窓
に
寄
る

は
や
く
快
く
な
れ
夕
や
け
こ
や
け　
　
　

坂
東　

節
子

一
隻
の
ボ
ー
ト
が
ね
む
る
鳥
沼
の

水
面
に
夕
べ
の
月
を
宿
し
て　
　
　
　
　

雪
原　

一
世

五
十
余
年
共
に
歩
み
し
兄
逝
き
ぬ

義
姉
の
背
中
の
震
へ
は
止
ま
ず　
　
　
　

鎌
田　

敬
子

外
国
人
ら
輪
を
広
げ
つ
つ
北
国
の

へ
そ
踊
り
た
の
し
夏
の
夜
盛
り
ぬ　
　
　

中
島　

芙
蓉

嬰

ま
た
、
別
の
日
に
は
黒
田
有
機

の
会
が
中
心
と
な
っ
て
開
催

し
て
い
る
野
菜
オ
ー
ナ
ー
の

玉
ね
ぎ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収

穫
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
素
敵
な
交
流
は
、
農
家
の

　

西
脇
市
黒
田
庄
町
で
、
６
月

に
黒
大
豆
枝
豆
の
植
付
け
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
、
黒
田
庄
町
門
柳
営
農
組

合
が
中
心
と
な
っ
て
、
オ
ー

ナ
ー
の
募
集
を
行
い
、
黒
大
豆

農
産
物
オ
ー
ナ
ー
制
度

方
々
の
思
い
や
り
と
、
オ
ー

ナ
ー
の
感
謝
の
気
持
ち
が
あ

る
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
続
い
て
い
け

る
と
い
い
で
す
ね
。（
広
報
に

し
わ
き
８
月
号
よ
り
）

枝
豆
の
苗
の
植
付
け
と
収
穫

を
体
験
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
当
日
は
、
門
柳
営
農
組
合

の
農
家
の
指
導
の
も
と
、
応
募

し
た　

名
の
オ
ー
ナ
ー
が
苗

２７

の
植
付
け
を
体
験
し
ま
し
た
。

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午後６時～６時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　９月２７日臥　午前１０時～１０時４５分

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ


